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紹

介

保
の
必
要
を
主
張
し
た
。
も
と
よ
り
人
口
増
加
の
源
泉
は
農
村

に
あ
り
、
農
業
は
横
張
の
飴
地
な
く
、
過
剰
人
口
は
都
市
に
引
受

け
て
貰
ふ
外
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
都
市
の
工
業
が
饗
達
し

て
く
れ
た
こ
と
は
有
難
い
と
と
で
あ
っ
た
。
が
東
畑
氏
の
一
耳
ふ

「
わ
が
重
工
業
は
向
後
釜
々
多
く
の
附
労
働
力
に
雇
傭
市
場
を
見

出
す
だ
ら
う
。
」
と
の
意
見
に
私
は
無
僚
件
の
賛
意
を
表
す
る
と

と
は
出
来
た
い
。
現
在
の
重
工
業
の
護
展
は
事
饗
の
矯
め
で
あ

る
。
と
れ
が
何
時
謹
聴
し
た
い
と
限
る
か
。
過
去
に
於
て
不
景

筑
時
代
に
は
失
職
失
業
者
が
多
く
出
共
の
師
農
が
嘆
撤
さ
れ
は

し
・
な
か
っ
た
か
、
「
支
那
の
苦
力
の
内
地
輸
入
の
形
で
重
工
業

的
護
展
を
粛
さ
ざ
る
を
得
た
い
や
う
な
と
と
に
で
も
な
る
・
な
ら

ば
共
鹿
に
は
十
分
に
反
省
さ
る
べ
き
も
の
が
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
一
五
は
れ
る
が
、
農
業
者
を
炭
坑
に
送
り
と
む
よ
り
は
苦

力
を
炭
坑
に
入
れ
る
の
が
よ
く
は
あ
る
ま
い
か
。
轄
職
苦
は
農

民
に
多
く
苦
力
に
少
い
で
る
ら
う
。
農
業
界
に
す
ら
、
少
く
も

現
在
の
耕
種
経
営
法
に
即
す
る
限
り
努
力
不
足
の
綾
和
法
と
し

て
支
那
O
苦
力
や
朝
鮮
の
小
作
人
を
入
れ
ん
と
の
要
求
が
る
り

得
る
の
で
あ
る
。
支
那
の
苦
力
や
朝
鮮
の
小
作
人
と
競
争
さ
せ

る
様
の
と
と
が
行
は
れ
て
居
る
今
日
の
矛
盾
を
如
何
に
見
る
か

で
あ
る
。

(
昭
和
十
五
年
二
月
〉

一
一
六

根
岸
勉
治
氏
「
栽
植
企
業
方
式

論
」
に
就
い
て

矢

島

武

植
民
の
形
式
を
般
に
北
方
型
と
南
方
型
と
に
分
け
る
な
ら
ば

本
書
は
正
に
南
方
型
植
民
の
研
究
で
あ
る
。
著
者
は
つ
と
に
華

北
の
大
壌
に
あ
っ
て
南
方
型
植
民
の
研
究
に
専
念
せ
ら
れ
、
共

の
結
晶
が
本
書
と
友
っ
て
現
は
れ
た
次
第
で
あ
る
。
我
園
の
南

方
へ
の
護
展
が
ま
す
/
¥
重
大
性
を
加
へ
ん
と
し
つ
L
あ
る
折

柄
、
本
書
の
出
現
は
極
め
て
有
意
義
な
も
の
と
云
は
ね
ば
た
ら

ぬ。

ニ

扱
て
、
本
書
は
金
篇
十
三
章
に
分
れ
、
五
六
五
頁
の
可
成
の

大
著
で
あ
る
。
第
六
章
迄
が
組
論
、
第
七
意
以
下
が
各
論
に
古

る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
即
ち
第
七
章
以
下
は
砂
糖
、
茶
、
瑚

誹
、
麻
、
護
謀
、
棉
等
の
各
作
物
別
に
就
き
其
の
栽
槌
経
替
方

式
の
貫
態
を
詳
細
に
叙
述
せ
る
に
反
し
、
第
一
章
乃
至
第
六
章

は
植
民
現
象
論
、
栽
植
企
業
経
傍
概
念
蛙
び
に
其
の
特
殊
性
h

該
企
業
方
式
と
農
作
物
の
性
格
と
の
闘
聯
、
栽
植
企
業
に
於
け



る
民
族
と
階
綾
の
問
題
、
栽
植
企
業
方
式
の
原
料
獲
得
形
態
、

栽
植
企
業
に
於
け
る
農
業
段
階
並
び
に
企
業
循
環
性
等
所
調
組

論
的
問
題
を
分
析
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
私
は
本
文
で
は
と
の

組
論
的
部
分
に
闘
す
る
著
者
の
研
究
の
わ
骨
を
俸
へ
、
之
れ
に

劃
す
る
感
想
或
は
出
来
得
ベ
く
ん
ば
短
評
の
如
き
も
の
を
加
へ

た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

三

第
一
章
は
植
民
現
象
、
植
民
地
形
態
及
び
熱
帯
植
民
地
と
題

し
、
著
者
は
一
臆
教
科
書
的
友
叙
速
を
展
開
し
て
居
ら
れ
る
。

即
ち
植
民
現
象
の
植
軸
と
し
て
資
本
・
商
品
及
び
人
口
の
移
動

を
捉
へ
、
之
れ
が
移
動
の
形
態
は
植
民
間
誼
び
に
植
民
地
の
産

業
登
山
連
段
階
の
異
る
に
従
っ
て
異
る
と
と
を
即
断
ー
が
吋

r説
明

し
、
更
に
植
民
地
資
本
主
義
化
の
過
程
も
植
民
固
と
植
民
地
と

の
褒
展
段
階
の
差
異
に
依
存
す
る
と
と
を
指
摘
さ
れ
る
。
+
引
に

植
民
地
の
各
種
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
よ
る
分
類
を
掲
げ
ら
れ
、

最
後
に
制
帯
植
民
地
の
重
要
性
に
論
及
し
て
居
ら
れ
る
。
即
ち

熱
帯
植
民
地
は
面
積
托
於
て
会
植
民
地
面
積
の
七
八
・
四
%
、

人
口
に
於
て
全
植
民
地
人
口
の
九
三
・
三
%
、
産
出
す
る
主
要

食
用
作
物
に
於
て
全
植
民
地
産
額
の
約
八
三
%
た
る
と
と
等
が

あ
げ
ら
れ
る
。
而
し
て
工
業
原
料
就
中
綿
、
生
護
謀
、
マ
一
一
ラ

跡
、
黄
跡
、
コ
プ
ラ
、
共
他
製
薬
原
料
に
不
足
す
る
我
闘
に
と

っ
て
熱
帯
植
民
地
は
益
‘
々
重
要
性
を
加
へ
来
り
、
栽
植
企
業
白

紹

介

研
究
も
重
要
と
た
る
と
断
じ
て
居
ら
れ
る
。

以
上
之
れ
を
見
る
に
後
章
に
於
て
も
一
般
的
に
然
る
が
各
節

聞
の
有
機
的
聯
闘
が
必
や
し
も
明
白
で
ゑ
い
と
と
が
感
ぜ
ら
れ

る
。
従
っ
て
最
後
の
結
論
と
始
め
の
植
民
現
象
を
規
定
す
る
植

民
園
、
植
民
地
産
業
費
建
段
階
闘
係
論
と
の
結
び
付
き
が
明
瞭

に
理
解
さ
れ
な
い
雄
が
あ
る
。
共
鹿
で
例
へ
ば
我
闘
が
利
子
開

化
叉
は
重
工
業
開
化
す
れ
ば
熱
帯
の
供
給
す
る
軽
工
業
原
料
の

比
重
は
減
少
す
る
の
で
は
な
い
か
と
云
ふ
疑
も
生
じ
な
い
わ
け

で
は
た
い
。
然
し
経
済
護
謹
段
階
聞
係
論
は
極
め
て
重
要
た
中

心
的
理
論
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
之
れ
は
植
民
現
象

を
統
一
的
に
説
明
し
、
植
民
墜
を
一
つ
の
理
論
盟
系
に
組
立
て

る
鍵
で
は
、
な
か
ら
う
か
と
私
は
臆
測
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
の

意
味
で
著
者
が
か
L

る
基
本
的
理
論
を
頭
初
に
と
り
上
げ
た
と

と
は
極
診
て
有
意
義
訟
と
と
L

考
へ
た
次
第
で
あ
る
。
私
も
嘗

て
己
目
。
〈

g口
広
島

gm
仏
足
当
岳
当
日
三
田
口
「
事
巴
主
た
る

小
報
文
を
も
の
し
著
者
の
膜
尾
に
従
っ
た
と
と
が
あ
る
が
、
と

の
章
は
兎
も
角
出
費
黙
に
於
て
極
め
て
重
要
友
構
想
を
含
む
と

と
を
特
筆
し
た
い
。

第
二
章
に
於
て
著
者
は
栽
植
企
業
経
替
の
概
念
と
特
殊
性
に

就
て
論
歩
を
進
め
ら
れ
る
。
而
し
て
先
づ
栽
植
企
業
形
式
の
費

生
と
敏
人
の
熱
帯
移
住
困
難
性
と
に
密
切
な
関
係
あ
る
と
と
を

指
摘
し
、
我
邦
人
の
熱
帯
移
住
可
能
性
に
鑑
み
、
我
邦
人
の
南

七



結

介

方
経
替
に
闘
す
る
限
り
栽
植
企
業
形
式
に
も
大
怒
る
餐
化
を
生

十
ぺ
き
と
と
を
漁
恕
さ
れ
る
。
第
二
に
栽
植
企
業
経
替
概
念
に

闘
す
る
諸
島
a

者
の
設
を
紹
介
し
、
結
局
「
熱
帯
栽
植
企
業
と
は

資
本
主
義
的
原
理
に
基
き
世
界
市
場
目
的
を
以
て
資
本
主
義
国

が
自
閣
の
費
本
、
技
術
及
び
粧
管
能
力
を
以
て
熱
帯
植
民
地
に

於
て
中
央
集
躍
的
管
理
下
に
原
住
者
或
は
職
入
附
労
働
者
を
組
織

的
に
使
用
し
、
開
拓
、
栽
植
、
蒐
集
し
以
て
所
謂
植
民
地
物
産

又
は
貿
易
的
作
物
を
大
農
経
管
組
織
に
て
生
産
す
る
を
云
ふ
。
」

と
規
定
し
て
居
ら
れ
る
。
第
三
に
栽
植
企
業
の
護
濯
を
植
民
史

的
に
概
観
し
、
将
来
「
費
本
家
的
栽
植
企
業
も
岡
家
的
見
地
よ

h

り
し
て
も
枇
合
性
を
加
味
し
、
園
策
総
に
沿
ふ
べ
き
運
命
に
あ

る
。
」
と
と
を
注
意
し
て
居
ら
れ
る
。
第
四
に
栽
植
企
業
成
立
の

技
術
的
基
礎
と
し
て
、
永
年
性
作
物
を
封
象
と
す
る
と
と
、
農

産
物
加
工
度
の
高
き
矯
め
に
多
く
の
資
本
を
要
す
る
と
と
、
勢

働
需
要
が
平
均
的
で
あ
る
と
と
等
を
る
げ
、
第
五
に
栽
植
企
業

経
替
の
特
殊
性
と
し
て
、
単
一
耕
作
・
な
る
と
と
、
土
地
気
候
の

み
な
ら
守
交
通
闘
係
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
特
殊
な
る
企
業
立

地
生
も
っ
と
と
、
移
動
性
の
大
な
る
と
と
等
を
指
摘
し
て
居
ら

れ
る
。
尤
も
以
上
は
第
二
意
の
患
な
る
骨
組
に
過
ぎ
な
い
も
の

で
あ
っ
て
、
賀
際
に
は
著
者
の
筆
・
鋒
は
更
に
多
岐
に
亘
ヲ
て
居

て
把
捉
に
困
難
宮
感
宇
る
臨
も
勘
か
ら
守
あ
る
。

銀
て
著
者
が
と

L
K
於
て
「
栽
槌
企
業
」
と
一
試
ふ
特
殊
な
制

一一二八

度
の
特
殊
性
を
問
題
に
す
る
と
と
は
、
研
究
の
亙
攻
法
と
も
云

ふ
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
ま
と
と
に
安
営
危
態
度
と
云
は
ね
ば

な
ら
ぬ
。
皐
問
の
研
究
は
要
す
る
に
特
殊
性
が
如
何
に
一
般
性

H
必
然
性
で
あ
る
か
を
明
か
に
す
る
と
と
に
あ
る
と
す
れ
ば
、

特
殊
性
を
明
か
に
す
る
と
と
は
も
と
よ
り
研
究
の
第
一
段
階
と

云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
然
し
た
が
ら
著
者
が
栽
植
企
業
経
替
の
特

殊
性
を
検
出
す
る
た
め
の
標
準
と
な
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
さ
迄

系
統
的
、
順
序
的
で
な
い
と
一
民
ふ
と
と
が
、
検
出
さ
れ
た
特
殊

性
の
意
義
を
甚
だ
不
明
確
た
ら
し
め
て
居
る
と
と
は
遺
憾
で
あ

る
。
従
っ
て
日
本
が
南
方
経
営
す
る
場
合
に
持
つ
特
殊
因
子
、
t

「
移
住
可
能
性
」
が
栽
植
企
業
形
式
の
上
に
如
何
な
る
作
用
を

及
ぼ
す
か
と
一
五
ふ
問
題
を
解
く
手
掛
り
も
中
々
っ
き
粂
ね
る
と

云
ヲ
た
女
第
で
あ
る
。

次
に
第
三
章
は
第
二
章
の
特
論
と
も
一
民
ふ
べ
き
も
の
で
あ
っ

て
、
と
L

に
於
て
著
者
は
熱
帯
農
業
経
戯
曲
の
劃
腕
的
二
形
態
た

る
栽
植
粧
皆
及
び
農
民
式
粧
欝

1
小
農
経
皆
と
農
作
物
性
格
と

の
閥
聯
性
を
問
題
に
さ
れ
る
。
之
れ
は
我
園
の
南
方
経
替
に
闘

し
極
め
て
重
要
友
離
で
あ
る
。
扱
て
著
者
は
、
と
の
闘
聯
性
は

作
物
の
種
類
に
よ
り
多
少
異
る
は
勿
論
で
あ
る
が
、
大
髄
に
於

て
農
作
物
の
性
質
上
、

E
大
資
本
の
投
下
を
必
要
と
し
、
之
れ

に
よ
っ
て
生
産
性
を
高
め
旦
債
格
費
動
に
封
す
る
抵
抗
力
を
強

め
る
と
と
が
出
来
る
か
ら
栽
槌
粧
替
が
一
般
に
優
越
性
を
示
し



而
も
共
D
経
替
は

E
大
化
、
集
中
化
す
る
傾
向
の
あ
る
と
と
を

指
摘
さ
れ
る
。
而
し
て
植
民
地
土
着
経
済
は
衣
第
に
分
解
し
農

民
式
経
営
を
皆
む
土
着
民
は
何
等
か
の
形
で
栽
植
経
営
に
参
加

す
る
と
と
L
な
る
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
栽
植
企
業
は
、
費
本

家
或
は
企
業
家
封
努
働
者
、
白
人
封
土
民
と
云
ふ
「
民
族
と
階

級
の
二
菌
性
」
を
包
蔵
す
る
と
と
に
な
る
。
即
ち
、
著
者
は
次

い
で
第
四
章
に
於
て
と
の
問
題
を
取
上
げ
て
居
ら
れ
る
。
先
づ

前
氏
者
の
も
つ
資
本
、
技
術
、
粧
品
百
能
力
が
如
何
た
る
手
段
、

如
何
友
る
立
地
を
と
り
つ

L
植
民
地
に
浸
透
し
て
行
く
か
、
他

方
、
栽
植
企
業
の
努
働
は
如
何
な
る
形
態
の
下
に
賄
れ
て
行
く

か
を
叙
越
し
、
か
く
て
一
つ
の
組
織
に
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
こ

民
放
に
し
て
同
時
に
二
階
殻
で
あ
る
白
人
と
土
人
と
が
結
局
上

下
の
闘
係
を
保
ち
つ
、
二
一
組
皆
内
に
位
置
す
る
と
と
を
示
さ
れ

る。

ζ

L

K
於
て
植
民
政
策
上
栽
植
企
業
内
に
農
業
段
階
が
る

る
か
ど
う
か
、
る
る
と
す
れ
ば
勢
働
者
は
如
何
な
る
上
昇
の
仕

方
を
す
る
か
E
営
撚
重
大
友
問
題
に
怒
る
わ
け
で
あ
る
。
之
れ

を
著
者
は
第
六
掌
で
論
及
さ
れ
る
と
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、

其
の
先
に
著
者
は
第
五
章
と
し
て
「
栽
植
企
業
方
式
と
原
料
獲

得
形
態
」
と
の
閥
係
に
燭
れ
て
居
ら
れ
る
。
抑
々
栽
植
企
業
に

於
け
る
原
料
獲
得
。
形
態
は
栽
植
企
業
護
建
の
段
階
に
よ
っ
て

回
調
る
は
嘗
然
で
あ
る
が
、
著
者
は
大
瞳
商
業
資
本
支
配
型
か
ら

産
業
資
本
支
配
型
へ
と
移
行
す
る
と
と
を
述
べ
、
且
、
原
料
獲

鈎

介

得
形
態
、
は
向
、
自
替
型
雇
傭
式
向
、
自
答
型
請
負
式
出
向
、
買
牧

型
小
作
式
州
、
買
牧
型
自
作
式
と
に
分
け
る
と
と
が
出
来
る
と

さ
れ
る
が
、
栽
植
企
業
方
式
の
襲
化
と
原
料
獲
得
形
態
の
費
化

と
の
内
的
関
聯
が
必
や
し
も
明
確
に
説
示
さ
れ
て
居
な
い
憾
が

あ
る
。
扱
て
第
六
掌
の
「
栽
植
企
業
の
枇
舎
段
階
性
と
企
業
循

環
性
」
で
は
前
述
の
農
業
段
階
の
現
存
を
指
摘
さ
れ
て
居
ら

れ
る
が
、
共
の
叙
越
を
検
す
る
に
段
階
上
昇
の
限
度
は
比
較
的

小
さ
く
、
且
横
韓
的
上
昇
即
ち
、
主
と
し
て
農
業
界
か
ら
の
離

脆
と
云
ふ
傾
向
を
と
る
と
と
が
知
ら
れ
る
。
抑
々
一
植
民
地
に
は

大
腫
に
於
て
農
業
段
階
の
存
す
る
と
と
は
、
植
民
地
の
動
的
友

祉
合
経
済
機
構
よ
り
理
解
し
得
る
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
探
ら
ば

具
陸
的
に
日
本
移
民
が
栽
植
企
業
の
農
業
努
働
者
と
な
っ
た
場

合
、
之
れ
が
農
業
段
階
を
上
昇
し
て
渦
立
農
と
な
り
得
る
可
能

性
あ
り
や
と
一
疋
ふ
重
要
な
問
題
に
闘
し
て
は
と
の
章
の
奥
へ
る

と
と
ろ
だ
け
で
は
、
吾
々
を
し
て
亡
羊
の
歎
を
護
せ
し
む
る
憾

が
あ
る
。

以
上
之
れ
を
要
す
る
に
、
問
、
理
論
的
に
は
論
究
の
仕
方
は

必
十
し
も
系
統
的
に
非
ぎ
る
と
と
、
問
、
政
策
的
に
は
我
閣
の

南
方
経
替
方
式
に
封
す
る
兵
躍
的
見
透
し
を
必
や
し
も
輿
へ
て

居
ら
ざ
る
と
と
が
、
遺
憾
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
る
る
。
然
し
著

者
十
数
年
の
研
鏡
の
結
果
は
と
L
に
集
積
さ
れ
、
極
め
て
有
盆

貴
重
た
る
資
料
誼
び
に
示
唆
を
随
露
に
護
見
し
得
る
と
と
は
云

一一一一九



紹

介

ふ
迄
も
な
い
。
殊
に
か
L
る
重
大
な
問
題
を
我
閣
に
於
て
専
門

的
に
取
扱
っ
た
類
書
は
筆
者
未
だ
寡
聞
に
し
て
知
ら
・
な
い
の
で

あ
っ
て
、
私
は
著
者
の
と
の
光
臨
的
業
績
は
と
の
意
味
に
於
て

も
高
く
評
慣
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
る
も
の
で
あ
る
。

(
根
岸
勉
治
、
「
栽
被
企
業
方
式
論
」
業
文
閥
、
債
五
闘
)

オ
プ
ラ
イ
エ
ン
著

松

田

武

雄

諒

「
農
業
経
済
的
学
」}JJ 

村

琢

「
農
業
経
済
事
は
、
農
業
上
の
債
格
に
閥
す
る
島
一
向
」
で
あ
る

本
書
は
か
L

る
見
地
か
ら
第
一
章
一
般
農
産
物
債
格
問
題
、
第

二
章
個
別
農
産
物
憤
格
問
題
、
第
三
章
園
家
と
農
業
と
に
分
っ

て
農
業
を
論
じ
て
ゐ
る
。

第
一
意
に
於
て
著
者
は
云
ふ
、
農
産
物
債
格
の
費
動
は
一
般

物
債
の
蟹
動
と
密
接
に
謝
躍
し
と
の
饗
動
の
主
怠
る
原
因
は
貨

幣
の
購
買
力
の
費
動
l
流
通
貨
幣
数
量
の
費
化
ー
で
あ
る
と
。

貨
幣
の
側
面
は
と
L
で
は
論
ぜ
ら
る
べ
き
範
圏
外
と
せ
ら
れ
る

従
っ
て
著
者
に
取
っ
て
は
憤
絡
の
費
動
は
外
部
的
に
奥
へ
ら
れ

た
も
の
と
し
て
、
と
の
費
動
が
農
業
に
及
ぼ
す
影
響
を
問
題
と

三
二

O

す
る
。
農
産
物
の
憤
絡
の
建
勤
の
影
響
は
他
の
生
産
物
に
比
し

て
激
烈
で
あ
り
、
と
れ
は
第
一
に
供
給
の
非
弾
力
性
、
第
二
に

生
産
過
程
の
期
間
、
第
三
に
農
産
物
の
債
格
費
動
と
他
の
憤
絡

費
動
と
の
問
。
時
差
の
存
在
に
る
る
。

供
給
の
非
弾
力
性
は
自
然
的
原
因
、
生
産
者
聞
の
非
組
織
的

献
態
、
市
場
へ
の
距
離
の
大
な
る
と
と
に
よ
る
が
、
債
格
の
費

動
に
臨
じ
て
生
産
を
調
整
す
べ
き
生
産
要
素

l
土
地
、
勢
働
(
特

に
家
蔵
勢
働
)
!
の
供
給
の
非
弾
力
性
が
存
す
る
矯
め
で
も
あ

る
。
生
産
期
聞
の
長
期
に
捗
る
と
と
も
前
の
僚
件
が
あ
る
故
に

と
そ
債
絡
費
動
の
影
響
を
大
な
ら
し
め
る
が
、
更
に
農
産
物
債

格
が
そ
の
生
産
に
必
要
な
生
産
物
の
債
格
に
到
し
時
差
を
有
す

る
と
と
は
特
に
農
産
物
債
格
下
落
に
際
し
騰
貴
の
場
合
の
利
益

以
上
の
損
失
を
農
業
に
奥
へ
る
。
と
の
時
差
も
生
産
の
非
弾
力

性
の
諸
僚
件
の
結
果
で
あ
ら
う
。

一
般
的
た
債
格
饗
動
と
具
っ
て
個
別
商
品
の
憤
格
費
動
の
原

因
は
需
要
供
給
の
欽
態
に
基
く
も
の
で
あ
り
と
の
問
題
は
第
二

章
に
於
て
論
ぜ
ら
れ
る
。
農
産
物
の
需
要
|
特
に
食
料
と
し
て

の
l
は
非
弾
力
的
で
あ
り
、
従
っ
て
と
の
非
弾
力
性
は
供
給
の

饗
化
と
共
に
債
格
の
費
動
を
甚
だ
し
い
も
の
と
し
、
と
の
費
動

。
程
度
は
市
場
の
蹟
さ
l
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
l
と
反
比

例
す
る
も
の
で
る
る
。
(
第
一
節
)
i

供
給
の
側
面
に
於
て
見
る
な
ら
ば
ハ
第
二
節
)
す
で
に
一
般


